
【様式１】

①安定した財政基盤の確立

②安全・安心なまちづくり

目標
　平成２２年３月に策定した「第３次別府市行政改革推進計画」の進行管理を実施
するなかで 各改革項目における課題 問題点等を早期に発見 整理 解決しなが

事業名称

事業内容
　少子高齢化や地方分権が進展するなか、新たな行政課題等に的確に対応してい
くためには強固な財政基盤の確立を図ることが必要不可欠であることから、行財政
運営全般にわたる見直しや改善に取り組みます。

　平成22年度　部長重点目標　（企画部長）

行財政改革の推進

　基本目標

　重点目標

　市長マニフェスト関連事業

企画部長
梅 木　   武

写真

担当課 政策推進課

H22予算額 ―　千円 担当課長 参事　本田　明彦

目標

効果

するなかで、各改革項目における課題、問題点等を早期に発見、整理、解決しなが
ら行財政改革を推進します。

　行財政改革を着実に推進することにより、簡素で効率的、効果的な行財政運営の
確立を図ります。

全体計画額 ―　千円

事業名称 男女共同参画社会の推進

事業内容
　男女共同参画社会の実現に向けて、国・県等の関係機関や市民との協働により
男女共同参画社会の形成のための施策を総合的に推進します。

目標

　別府市男女共同参画推進条例（平成１８年３月制定）を推進するため、
　①男女共同参画第２次プランの策定に取組みます。
　②市民の活動拠点の設置に向けて「別府市男女共同参画センター設置準備
　　 委員会」において、センターの具体的な機能、候補地について検討します。

H22予算額 ４，２３７千円 担当課長 浜川　和久

効果
　男女が互いに人権を尊重しつつ、責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その
個性と能力を十分に発揮することのできる、男女共同参画のまち「べっぷ」の実現を
図ります。

全体計画額 ―　千円 担当課 自治振興課



担当課 政策推進課

効果
　別府市のめざす姿を市民にわかりやすく示し、実効性のある「第３次別府市総合
計画」を策定することにより、市民参加型の行政運営をめざします。

全体計画額 ３０，５２８千円

H22予算額 １５，３１０千円

事業内容
  別府市の総合的、計画的な行政推進の指針であり、また市民等の活動の指針とし
ても位置付られる「第３次別府市総合計画」（計画期間：平成２３年度を初年度とし、
平成３２年度を目標年度とする１０年間）を策定します。

目標
  別府市総合計画審議会への諮問を経て、市で作成した基本計画素案を基に、５月
から１０月まで全８回の審議会を開催し、１０月に総合計画全体のパブリックコメント
を実施した後、審議会答申、議会の議決を経て今年度中に策定を完了します。

事業名称 別府市総合計画の策定

事業名称 地域防災無線整備事業

事業内容

  別府市が設置しているアナログ方式の地域防災無線システムが、無線のデジタル
化に伴い平成２３年５月末で使用できなくなるため、災害時における市民の生命と
財産を守り、市民生活及び社会活動の安全を確保するため、新たにデジタル方式
のＭＣＡ移動系無線システムを整備します。

担当課長 参事　伊藤　守

　主要事業

H22予算額 ４００千円 担当課長 参事　月輪　利生

事業名称 防災士養成事業

事業内容
地域における防災力向上の担い手となる人材を養成・確保することにより、災害に
強いまちづくりを進めるため、県が主催する「地域防災リーダー養成事業」を活用
し、資格取得受験料や認証登録料を補助します。

目標 　５０人

担当課 自治振興課―　千円

担当課 自治振興課

効果
　地域住民へ防災意識や知識の普及、啓発を実施することにより、地域コミュニティ
の輪が広がり、それぞれの地域の実情に沿った防災力の向上が図られます。

全体計画額 ー千円

H22予算額 ７１，００６千円 担当課長 参事　月輪　利生

目標   今年度中に無線システムを整備し、平成２３年度からの供用開始をめざします。

全体計画額

効果
　市と防災関係機関及びライフライン機関などを無線網で結ぶことにより、災害時に
有線通信が途絶した場合でも、災害情報の伝達収集を円滑に行え、被害の軽減、
人命保護に大きな役割を果たし、災害対策や復興に寄与いたします。



H22予算額 ４，０００千円 担当課長 参事　月輪　利生

効果
   運転に不安を感じる高齢者が免許証を返納しやすい環境をつくることにより、高
齢ドライバーによる交通事故を未然に防ぎます。

全体計画額 ―　千円 担当課 自治振興課

事業名称 高齢者運転免許証自主返納支援事業

事業内容
   高齢ドライバーの交通事故防止を図る目的で、市内にお住まいの７０歳以上の高
齢者が運転免許証を自主返納しやすい環境づくりを推進するため、①住民基本台
帳カードの無料交付　②大分共通バスカードを交付します。

目標
  別府市内の７０歳以上の運転免許証所持者７，８３４人（平成２２年３月３１日現在）
の約５％となる４００人。


